
石見銀山世界遺産登録
20周年・発見500年記念事業

～観光分野における戦略策定～
（おもてなし・イベント班、誘客・広報班）



１.戦略策定の趣旨

歴史的節目

世界遺産登録
２０周年
発見
５００年

現状の課題

滞在時間の短さ

課題①

課題②

周辺波及の限定性

課題③

消費単価の伸び悩み

目的・ゴール

価値の可視化

賑わいの創出

受入体制の整備

持続可能な観光経済の実現

世界遺産登録20周年・発見500年の節目を機に、滞在時間の短さや消費
単価の伸び悩みといった課題を『価値の可視化』や『受入体制整備』な
どを通じて解決し、持続可能な観光経済の実現を目指します。



２.大田市の観光分野における課題について

滞在時間・消費の
伸び悩み

体験コンテンツ不足に
より、観光客が短時間
滞在に留まり、消費が
伸び悩む傾向にある。

周遊観光の不足

市内周辺地域の拠点間
周遊が課題。地域全体
への波及を生む「面的
観光」が求められる。

価値発信・
広域誘客の不足

歴史的価値の伝達が不
十分であり、都市圏を
含めた広域誘客の機運
醸成が不足している。

課題① 課題② 課題③



３.将来的な観光分野の【目指す姿】について



４.短期目標について（令和９年度達成目標）

①

②



③

②

５.重点ターゲットについて

①
歴史・文化志向の個人旅行者
石見銀山エリアの世界遺産としての価値に関心を持つ観光客

中国地方をはじめとする広域観光周遊客
中国地方の主要観光地をはじめ、都市圏等から中国地域を訪れる観光客
を対象に、世界遺産関連地域への来訪を促進する
特に観光PRやイベントを通じ、新たな来訪機会の創出を図る

体験型観光志向層
地域体験や自然体験を求める観光客



６.戦略の推進方法について

①体験コンテンツ造成型

②誘客・広報推進型

【補助制度の種類】

★本戦略の推進にあたっては、観光関連事業者や地域団体等の主体的な取組を基本とし、
おもてなし・イベント班及び誘客・広報班は「補助金の交付」を通じてその取組を支援する。



７.「目指す姿」実現までのスケジュールについて

令和８年５月
～２月末

令和９年度 令和10～14年度 令和15～18年度 令和19年度以降



８.主要目標について
【おもてなし・イベント班】指標:宿泊客数

【誘客・広報班】指標:入込客数

区分 令和６年度（実績） 令和７年度（実績） 令和８年度（指標） 令和９年度（指標）
宿泊客数 111,206人 112,118人 146,000人 148,500人
前年比 ー 約1％UP 約30％UP 約1％UP

備考 目標値:128,603人
実績ｰ目標:▲16,485人

指標:大田市新観光
振興計画より抜粋
（前年度比目標値よ
り約13％UP）

（前年度比目標値よ
り約1％UP）
※年間2,500人増

区分 令和６年度（実績） 令和７年度（実績） 令和８年度（指標） 令和９年度（指標）
入込客数 1,310,518人 1,327,787人 1,405,000人 1,453,000人
前年比 ー 約1％UP 約6％UP 約3％UP

備考 目標値:1,358,000人
実績ｰ目標:▲30,213人

（前年度比目標値よ
り約3％UP）

（前年度比目標値よ
り約3％UP）



９.まとめ（事業者の皆様に期待すること）

①

②

③


